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平成 18年 3月期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 平成 17年 5月 10日に公表した平成 18年 3月期連結及び単独業績（中間期及び通期）を、
下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
1. 平成 18年 3月期連結業績予想の修正 
 

(1) 中間期（平成 17年 4月 1日～平成 17年 9月 30日） 
                                単位：百万円 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 180,000 10,000 8,000 3,000 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 177,700 7,700 8,300 1,800 
増 減 額 ( B - A ) △2,300 △2,300 300 △1,200 
増 減 率 ( % ) △1.3% △23.0% 3.8% △40.0% 
前年同期実績(17年 3月期) 187,102 10,571 9,968 2,842 

 
(2) 通期（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

単位：百万円 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 400,000 35,000 30,000 15,000 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 390,000 30,000 28,000 13,000 
増 減 額 ( B - A ) △10,000 △5,000 △2,000 △2,000 
増 減 率 ( % ) △2.5% △14.3% △6.7% △13.3% 
前年同期実績(17年 3月期) 387,053 24,756 22,401 9,372 

 
 
 
 



(3) 業績予想修正の理由 
① 中間期 
主力の制御ビジネスは国内外市場とも前期に引き続き好調に推移しておりますが、 

計測機器ビジネスのうち半導体テスタビジネスが売上・利益とも中間期の計画を  

下回ったため、売上高及び営業利益の予想を下方修正するものです。一方、経常利益

は米ドル／円の為替が計画に対し円安に推移したことによる為替差益等により当初

計画を上回る見込みとなりました。当期純利益は、固定資産除却損等に伴う特別損失

が年初計画を上回ったため予想を下方修正するものです。 
 
② 通期 
制御ビジネスの業績は当初計画どおり推移する見込みです。一方、半導体テスタ  

ビジネスは、下期にメモリテスタ及び液晶駆動用 ICテスタの市場が回復する見通し
であり受注は当初計画どおり推移する見込みですが、売上高は当初計画を下回る 

見込みとなったため、通期見通しの修正をするものです。 
 
2. 平成 18年 3月期単独業績予想の修正 
 

(1) 中間期（平成 17年 4月 1日～平成 17年 9月 30日） 
                         単位：百万円 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 120,000 6,500 2,000 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 109,500 3,300 100 
増 減 額 ( B - A ) △10,500 △3,200 △1,900 
増 減 率 ( % ) △8.8% △49.2% △95.0% 
前年同期実績(17年 3月期) 124,033 8,727 6,050 

 
(2) 通期（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

単位：百万円 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 260,000 18,500 11,000 
今 回 修 正 予 想 ( B 250,000 18,500 11,000 
増 減 額 ( B - A ) △10,000 - - 
増 減 率 ( % ) △3.8% - - 
前年同期実績(17年 3月期) 249,778 15,896 10,515 

 
(3) 業績予想修正の理由 
半導体テスタビジネスの売上が当初計画を下回る見込みとなったため、中間期及び 

通期の業績見通しを修正するものです。 
以 上 


